



















































































































































































6.2。 今後の課題 .……………………………………………………………………… 55
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示する。マウスやショー トカットキーでコピー アンドペース トをしなくても,初期ウ
ィンドウで,他のアプリケーション中 (インターネットブラウザ等)でドラッグしてい




































































登録も,キー ワー ド登録と同様の作業で行 うことができる。単語登録ウィンドウで"関
連語登録"をクリックする。すると,関係入カウィンドウが表示され,(図15),システ






























































図 13 キーワー ド選択画面
徳り::家康 はキつ ―に すか?関連語ですか?
これらの作業を繰 り返し,キー ワー ドと関連語の登録を繰 り返す際,一度登録され
たキーワー ドと,その関係は,関係質問ウィンドウで選択することができるようにな
つており,これらの情報は,作業ウィンドウ中の整理されたキーワー ド欄に,キー ワ
ー ドと関係 。関連語が一覧で表示されるようになつている(図 16)。
豊臣勇吉 〔詩 ‐ワーHBい?間違語帥 ?
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図 16 整理されたキーワー ド欄
20
また,これら作業により入力された “関係"は“関係ノー ド"として,作業ウィン
ドウの左ヤー ドに表示される。この “関係ノー ド “は ドラッグandドロップで移動可
能なものとし,例えば “関連人物"や“家族"など人物に関係するノー ドと,“時代"
や “期間"といつた時系列に関係するノー ドの並べ方等をユーザーが工夫し,関係ノ
ー ドの整理を通して,キー ワー ドと関連語との関係に着日でき,かつ,概念図作成に
ついて,関係ノー ドを通して見通しを持つことが出来ることを意図している(図 17).
そして,この左ヤー ドは,タブによつて,関係のみを表示する関係モー ドに加え,
キーワー ドー 関係ヤー ドー 関連語をマップとして表示するマップモー ドも備えている
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